
【計画立案とご説明の機会について】 

本事業計画は、川崎市がパブリックコメントやアンケート等による様々な市民意見も踏ま

え、長期間かけて策定した「等々力緑地再編整備実施計画」に沿って、事業者が具体的な

計画を立案しており、公募において、川崎市と外部の有識者により構成される川崎市民間

活用推進委員会の審査を経て決定しております。公表されている審査結果及び審査講評に

ついては、下記リンクをご参照ください。また、検討の進捗に応じ、川崎市の指導のも

と、2023 年 5 月、2024 年 6月、2025 年 4月にオープンハウス型の事業説明会を開催し、

ご説明及びご意見をいただく機会を設けてまいりました。また、弊社および川崎市のホー

ムページにて説明会資料の公開やアンケート意見募集も都度実施しております。現在、一

部計画の見直しを図っており、改めて計画をお示しする機会を設けてまいります。引き続

き、皆様にご理解いただけるよう努めてまいります。 

https://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/26-8-5-8-0-0-0-0-0-0.html 

 

【緑化計画、樹木の伐採等について】 

川崎市緑化指針に基づき、緑化面積率 30％以上を確保する計画としております。既存のま

とまった緑地を可能な限り保全し、高さ 3ｍ以上の高木は伐採する本数以上を新植する計

画として、再編整備後は現状と同等以上の緑地を確保するよう、引き続き計画を検討して

まいります。また、樹林系緑地や芝生等の広場系緑地といった新たな緑地を整備してまい

ります。 

 

【立体駐車場、催し物広場の新設について】 

駐車場は要求水準書に定められた 970 台以上を確保する計画としております。必要な土地

面積が小さい立体駐車場にて計画しておりますが、現在、一部計画の見直しを図ってお

り、あわせて必要な台数を検討するとともに立体駐車場の変更も検討しております。 

広場などのオープンスペースについては既存の機能を継承しながら再配置することを検討

しております。また、現催し物広場と類似した仕様（ダスト舗装）の（新）催し物広場は

北側に整備しますが、新たな広場として芝生や草地の広場を計画しています。広場として

利用できる場所は、等々力緑地全体として増える計画となっております。 

 

https://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/26-8-5-8-0-0-0-0-0-0.html


【生物への影響について】 

本事業の工事中は樹林地や草地が改変されることにより、それらを主たる生息環境とする

生物は一時的に逃避する可能性がありますが、本事業の実施にあたっては、ふるさとの

森、２１世紀の森などのまとまった緑は可能な限り現位置で保全するとともに、新たに樹

林地、芝生等の緑地を整備する計画であり、工事完了後の樹林地及び草地の面積は現況と

同程度とする計画としております。また、計画地北側の下水処理施設上部区域において新

たに緑地を設けることで多摩川緑地との連続性が確保され、動物の生息環境は維持・回復

すると条例環境影響評価準備書において評価し、審査されております。また、工事の実施

にあたっては、緑地の改変をできる限り回避するよう、建設機械の稼働位置や仮囲いの設

置位置を検討する等、環境保全のための措置を講じて影響低減に努めてまいります。 

 

【自由提案施設について】 

自由提案施設は、川崎市の「等々力緑地再編整備実施計画」に基づき、公園利用者の利便

性向上等に資する施設を計画しております。等々力緑地再編実施計画改定時のパブリック

コメントや、これまで実施してきた説明会やアンケートなどで、等々力緑地に不足してい

る新たな施設の整備を求めるご意見も数多くいただいております。緑地全体の利便性や魅

力向上に寄与できると考えており、芝生広場や草地広場などの憩いのスペースとともに、

日常的に賑わう空間となるよう計画してまいります。なお、現在、棟数を減らす等、計画

の変更を検討しております。 

 

【遊び場について】 

子供の遊び場としては、主に遊具広場（インクルーシブパーク）をはじめ、芝生広場、草

地広場、（新）催し物広場を設ける計画としています。 

遊具は、既存遊具の活用も検討し、遊具広場だけでなく、等々力緑地内の複数の場所に配

置する計画としております。 

 

【交通について】 

・府中街道や中原街道については、現在行政にて整備を進めているところであり、将来は

拡幅される予定です。 



・自動車交通量については、平日と休日に調査を実施しており、交差点によっては一時的

に渋滞が発生する時間帯があることは把握しております。その調査結果と本事業による交

通量を考慮して、ピーク時間帯の交差点需要率などを予測しており、交通処理が可能と予

測しております。 

・大規模集客イベント時における交通混雑については、課題と認識しております。条例準

備書では「施設利用者に対し、ホームページ等で路線バスや電車等の公共交通機関の利用

を促す。」等の環境保全措置を講じていくことを記載しておりますが、引き続き、実施可能

な対策を川崎市やイベント主催者とともに検討し、必要な対策を講じてまいります。 

 

【外周園路について】 

外周園路については、沿道町内会との協議を踏まえ、川崎市の「要求水準書」において設

計条件が定められ、事業者としてはそれに従い、住宅側に設ける歩道を含めた 9m幅員で

設計を進めております。 

引き続き、沿道町内会と協議しながら、設計内容の検討を行っていく方針であることを、

川崎市に確認しています。 

 

【治安について】 

公園利用者の皆様に安心してご利用いただける環境を提供するため、等々力緑地内におけ

る防犯対策として、警備員の常駐や巡回等を実施しており、異常が確認された際は速やか

に対応するよう努めています。また、整備により防犯カメラの増設など、現状より拡充し

た対応を検討します。 

 

【計画内容について】 

再編整備の計画内容については、弊社のホームページにも掲載しております。 

https://kawasaki-todoroki-park.co.jp/news/7500/ 


